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内　　　　　　容

1.国産 ○ 平成28年１０月度全国の肉豚出荷頭数は1,372千頭(農林水産統計11/30公表　前年比95.1％）となった。農水省9月21日発表の１０月出荷予測では、 国内生産量の推移 農水省出荷予測 (千頭：％)

1,448千頭（前年比100％）の前年並みと予測されていたものの、76千頭下回る結果となった。

10月の全国地域別出荷頭数を前年同月比で見ると、北海道101％、東北95％、関東94％、北陸甲信越95％、東海93％、近畿96％、中四国94％、九州・ 千頭 前年比 頭数    前年比

沖縄96％となっている。　稼働日が前年同月より１日少ないことから、各地域とも5％前後の減少となったものの、北海道だけは前年比微増となっており H24年 16,775 102.4 28年8月 1,313 109.0

前月と同様、北海道の豚肉生産が拡大している。 H25年 16,937 101.0 28年9月 1,377 103.0

○ 平成28年11月の全国と畜頭数は、速報値で1,418千頭（11/30まで集計）、前年同比100.6％となっている。　稼働日数では昨年より１日多い20日間 H26年 16,200 95.6 28年10月 1,448 100.0

となり、１日当たりの平均と畜頭数は速報値段階で前年同月70,000頭に対し、本年が70,900頭となっている。 H27年 16,106 99.4 28年11月 ＊1,489 106.0

○ 農水省食肉鶏卵課平成28年１１月９日付　肉豚生産出荷予測によると、今後の出荷予測頭数は11月1,489千頭（同106％）12月1,511千頭（同102％） H28年7月 1,250 94.5 28年12月 ＊1,511 102.0

平成29年1月1,430千頭（同106.0％）となっている。 H28年8月 1,327 110.5 29年1月 ＊1,430 106.0

H28年9月 1,359 101.9 ＊平成28年１１月９日更新

2.輸入 ○ 平成28年１０月の輸入通関実績は、豚肉全体で69.8千㌧（前年同比92.0％、前月比96.5％）と、前年比で約6千㌧、前月比で約2千㌧の減少となった。 H28年10月 1,372 95.1

内訳は、チルド28.6千㌧（前年同比90.5％、前月比89.0％）、フローズン41.3千㌧（前年比93.2％、前月比102.5％）で、チルド、冷凍ともに3ヶ月ぶりに 輸入量の推移 財務省 :通関実績

前年同月を下回り、合計で6万㌧台となった。

主な国別では、チルドが米国15.9千㌧（前年同比86.5％）、カナダ11.7千㌧（同97.0％）、　フローズンは米国が5.1千㌧、（同107.2％）、カナダが4.0千㌧ ㌧ ㌧ 前年比

（同102.9％）、デンマーク10.1千㌧（同90.6％）、スペイン6.5千㌧（同90.3％）、メキシコ5.6千㌧（同96.8％）となり、アメリカ・カナダが引続き前年を上回り、 H24年 778,760 260,697 102.5

デンマーク・スペイン・メキシコは、前年をやや下回った。 H25年 738,427 294,042 112.8

H26年 829,370 300,078 102.1

1.家計 ○ 総務省発表の平成28年１０月期家計調査報告によると、全国二人以上の１世帯当たり豚肉購入数量は1,803g（前年比102.5%)、支出金額が2,538円 H27年 790,648 322,202 107.4
　　消費 （前年比98.6％）となった。　購入数量は再び前年実績を上回ったものの、支出金額は8ヶ月連続で下回った。　 H28年8月 73,935 114.5 29,833 112.8

豚枝肉相場が比較的安定して推移しており、また、量販店は輸入ポークの販促を強化しているため、数量は伸びているものの、金額が低迷する状況と H28年9月 72,353 32,125 113.1

なっている。　その他加工肉の購入数量は、ハム・ソーセージ・ベーコンとも前年実績を下回った。 H28年10月 69,843 28,590 90.5

2.小売動向 ○ 日本スーパーマーケット協会発表の平成28年１０月度の全体概況によると、平均気温がほぼ全国的に高く推移し、降水量は西日本中心に大雨となった。 家計消費量 (㌘，円，％) 　
９月概況 そのような中、客数は全体に前月よりやや増加と報告されている。　農産は台風被害等で相場高となり、単価上昇で売上は好調。　水産は秋刀魚の不漁

と小型化、魚種の不足により売上減でやや不調。　畜産部門は、牛肉は和牛の相場高から、国産牛や輸入牛の販売に力を入れている企業が多く、相場 数量 金額 前年比

の落ち着いてきた豚肉や鶏肉の販売強化した企業は好調と報告されている。 H24年 18,762 23,753 96.0

10月概況 ○ 11月期の豚肉販売概況は、気温の急激な低下で鍋物用としてスライス物の動きが良く、豚バラ・カタロースに引合いが強まった。　これまで動きの鈍いモモ H25年 19,432 24,948 105.0

・ウデもまずまずの動きで、挽き材の品薄状態も続いている。　関東地区食品スーパーの11月売行き状況は、豚肉の売行きは好調であるものの、輸入豚の H26年 19,323 27,680 111.0

販促強化している企業は、数量の伸びは見られるが売上金額は低調と報告を受けている。 H27年 19,837 29,701 107.3

3.加工肉 ○ 日本ﾊﾑ･ｿｰｾｰｼﾞ工業協同組合発表　平成28年９月の豚肉加工品仕向量は31.9千㌧（前年同比101.0％、前月比105.6％）と前年、前月より増加した。 H28年 7月 1,608 2,341 98.6

仕向量 この内、国内物が6.4千㌧（同97.4％、同104.9％）輸入物が25.5千㌧（同101.9％、同105.8％）となり、どちらも前月より増加した。 H28年 8月 1,626 2,385 98.1

　　 なお、上記仕向量とは別枠のシーズンドポークについても、9.8千㌧（前年比107.1％、前月比104.3％）と増加した。 H28年 9月 1,598 2,331 97.9

H28年 10月 1,803 2,538 98.6

1.在庫 ○ 農畜産業振興機構発表の平成28年９月末の推定期末在庫量は、169.4千㌧(前月比96.1%、前年比99.8%）となり、前月から7.0千㌧減少し、前年同月より　　　　　　 加工品仕向量 市況の推移（東京市場）

より0.3千㌧下回った。　　内訳は、輸入品の在庫が151.8千㌧（前月比95.6％、前年比98.3％）、国産品が17.6千㌧（同100.3％、同115.1％）となった。 暦年

千㌧ 前年比 円／㎏ 前年比

1.H28年10月 ○ 11月の東京食肉市場枝肉相場は、速報値（11/30時点）で 514円/kg（前年比106.4％、前月比105.8％）となり、引き続き前年同月を上回る結果となった。 Ｈ24年 382.6 100.5 H24年 446 95.5

速報値 10月は量販店の輸入豚肉販促キャンペーンがかなり見られ国産豚肉への影響があったが、11月は急激な気温低下や国産豚肉の販促が拡大し、消費が Ｈ25年 377.5 98.7 H25年 484 108.5

伸びたため枝肉相場は前年を上回って推移した。 Ｈ26年 372.8 98.8 H26年 563 116.3

2.予測 ○ 農水省11/9発表の12月出荷予測頭数は1,511千頭（前年比102.0％）、農畜産振興機講11/24発表の出荷予測頭数は1,521千頭（前年比104.1％）と Ｈ27年 374.7 100.5 H27年 559 99.3
Ｈ28.11月 なっている。　12月の稼動日数は前年と同じ18日間と予測されるが、1日当たり出荷頭数はやや増加と見込まれる。　年間最大の需要期に加え、牛肉の Ｈ28年5月 29.8 95.2 H28月 7月 551 85.3

価格高騰で豚肉の需要拡大が見込まれることから、12月の豚枝肉相場は前年をやや上回るものと予想される。 Ｈ28年6月 32.4 95.0 H28月 8月 503 79.2

Ｈ28年7月 32.2 95.5 H28月 9月 523 102.7

＜相場予想：　東京市場、税込み＞　　　　　　　H28年10月実績　　　　　　　11月速報値　　　　　　　　　12月予測　　　　　　　　　Ｈ29年1月予測 Ｈ28年8月 30.2 100.9 H28月 10月 486 105.2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【上物】　　　　　486円（105.2％）　　　  　　　514円（106.4％）　  　  　　560円（102.4％） 　　　 　470円（100.9％）　　　　 Ｈ28年9月 31.9 101.0 H28月11月速報値 514 106.4
＊税込み
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